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ニア国家の形成による 2 つの大きな変化の過程を経てきた。これは植民地と新興国家という 2 つの「重圧」の下で社
会が解体される危険性をはらむ体験であるO 伝統的なイスハ社会は いわゆる「無頭社会」に他ならず，王や首長を
欠く平等主義社会であった。それが集権的な政治制度をもっ国家の中に統合されるという状況に直面したわけである
が，イスハ社会は彼らの社会の基本的な政治単位である氏族制度をもって対応し，政治的・行政的首長制の導入を果
たす。
本論文ではイスハのような小規模の「部族社会」が歴史の変化の中で近代国家の機能の中に取り込まれるとともに
自らの自立性を維持するために伝統的な枠組みを変化に適応させて用い それに成功する状態が生き生きと記述され
分析されているO とくに包摂という概念を用いてこの過程をとらえている点はこの研究の大変ユニークなところであ
り，しかも文化人類学的研究としても大きな貢献をなすものであるo 氏族制度をいかに巧みに変化させながら新しい
状況に適応してゆくかは組合の活動にも見いだされるO それは従来の自給的現物経済ではもはややってゆけなくなっ
たイスハ社会を現金経済へ見事に転換させる方式に他ならない。
本論文は，変化しつつあるアフリカ社会の一つのユニークな例を きわめて明瞭に描き出し鋭く分析を加えた労
作であり，アフリカ研究に於ける新しい展開を示すものと高く評価される。文化人類学の社会変化の研究としても大
変独自の研究であり，政治人類学的研究の可能性を示すものである。
すでに大きな評価を専門研究者の間で与えられている研究であり，論文博士に十分値するものであると判定する。
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